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新井 達哉先生
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1日開催

コモレ四谷タワーコンファレンス
〒160-0004 東京都新宿区四谷１丁目６−１

2026 
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参加申込書 06-6281-3538FAX番号

氏名 貴医院名

使用中のインプラントシステム当日の連絡先
（携帯番号）

医院ご住所 〒

TEL

Mail

フリガナ

年間インプラント埋入本数

本

サーティフィケート用氏名（英字）

歯科技工士の視点から学ぶ 
プロビから最終補綴までを見据えた

資料採得と情報伝達

08月
Tokyo

新井達哉先生によるインプラント補綴セミナー

＜講義内容＞
・補綴形態の基礎知識
・資料採得の重要性
・審美領域の補綴形態
・臼歯部の補綴形態

参加条件 メガジェンインプラントユーザー歯科医師 ※歯科技工士同伴可(1名まで)

●有限会社ユーデンタルアート 代表取締役（優ビル歯科医院内）　
●MEGAGEN IMPLANT 公認インストラクター
●即時荷重研究会理事

［ 講 師 ］

新井 達哉 先生

　インプラント補綴の完成度は技工操作だけでなく、歯科医師側でどのよ
うな資料を採得し、どのようにラボへ伝えるかによって大きく左右されま
す。シェードテイキングや口腔内写真、顔貌写真、咬合情報などの事前資
料は、プロビジョナルレストレーションの設計を考えるうえで重要であり、
その後の最終補綴物の精度にも深く関わります。
　本セミナーでは、歯科技工士の視点から、インプラント補綴の質を高め
るために歯科医師が押さえるべき資料採得と情報伝達のポイントについて
解説します。講義では、シェードテイキング、写真撮影、事前にそろえる
べき資料の考え方、ラボが求める情報の整理に加え、それらの情報をどの
ようにプロビジョナルレストレーションへ反映し、さらに最終補綴へつな
げていくかについて学んでいただきます。

　また、近年の補綴治療では、口腔内スキャンデータや咬合データ、
顔貌写真、補綴設計に必要な各種デジタルデータを適切に共有する
ことも重要です。デジタルワークにおいて、どのようなデータが必
要となるのか、どのような情報が不足するとラボ側で判断が難しく
なるのかを整理し、よりスムーズで精度の高い補綴製作につなげる
ためのポイントを解説します。

参加費 ��,���円（税込） 【歯科技工士同伴】 ��,���円（税込）【歯科医師】

※歯科技工士のみでの参加不可


